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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　全体として球状の表面を有し、上記球状の表面に複数のディンプルを有し、上記球状の
表面は上記複数のディンプルの領域を除いて仮想球状表面に位置付けられるゴルフボール
において、上記ディンプルのうちの少なくとも一部の各ディンプルが、環状体と、上記ゴ
ルフボールの仮想球状表面との交差により生じる交差曲線により定義される周囲と、上記
仮想球状表面と交差する上記環状体の外側表面の一部により定義される表面形状とを有し
、上記環状体の回転軸は、当該ディンプルを覆う上記ゴルフボールの仮想球状表面の外側
に位置付けられて当該ゴルフボールの仮想球状表面と交差せず、上記環状体は、矩形環状
体、円形環状体、楕円環状体、または、矩形捻じれ環状体であることを特徴とするゴルフ
ボール。
【請求項２】
　全体として球状の表面を有し、上記球状の表面に複数のディンプルを有し、上記球状の
表面は上記複数のディンプルの領域を除いて仮想球状表面に位置付けられるゴルフボール
において、上記ディンプルのうちの少なくとも一部の各ディンプルが、環状体と、上記ゴ
ルフボールの仮想球状表面との交差により生じる交差曲線により定義される周囲と、上記
仮想球状表面と交差する上記環状体の外側表面の一部により定義される表面形状とを有し
、上記交差曲線は単一の連続曲線であり、上記連続曲線は上記ゴルフボールの仮想球状表
面において連続関数により記述されるものであり、上記環状体は、矩形環状体、円形環状
体、楕円環状体、または、矩形捻じれ環状体であることを特徴とするゴルフボール。
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【請求項３】
　上記環状体は、矩形環状体、楕円環状体、または、矩形捻じれ環状体である請求項１ま
たは２に記載のゴルフボール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、環状体（ｔｏｒｏｉｄ）および球の交差によって取得される新規な形状を
具備するゴルフボールのディンプルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ゴルフボールの外側表面上のディンプルはボールにその飛行中に作用する空気力学的な
力に顕著な影響を与えることが知られている。例えば、ゴルフボールのディンプルは、ボ
ールの周りに乱流境界層を形成する。乱流はこの境界層にエネルギーを付与してボールの
周りにさらに留まるように支援してウェークの領域を減少させる。この結果、ゴールの後
方の圧力が顕著に増大して、著しく、抗力を減少させる。ディンプルは、また、ボールの
全体的な美的外観にも貢献する。ディンプルがゴルフボールの美観上、または空気力学的
特徴を担うという役割に基づいて、ゴルフボール製造業者は、絶え間なく、新規なディン
プルパターン、寸法、平面形状、体積、断面、その他について開発に励んでいる。そのた
め、この発明は、美観が改善され固有の空気力学的特徴を伴うボールを提供するユニーク
な形状のディンプルを具備するゴルフボールに向けられている。
【発明の開示】
【０００３】
　この発明は、球状表面を具備し、その球状表面に複数のくぼんだディンプルを有し、少
なくともその一部、例えば、約５０％以上、または約８０％以上のディンプルが、環状体
の球との交差に由来する交差曲線によって形成される周囲を有し、球と交差する環状体外
側表面の一部により形成される表面形状を有する、ゴルフボールに向けられている。
【０００４】
　具体的な実施例において、環状体は矩形環状体である。他の具体的な実施例において、
環状体は楕円環状体である。他の具体的な実施例において、環状体は、円形環状体である
。他の具体的な実施例において、環状体は矩形捻じれ環状体である。
【０００５】
　添付図面は明細書の一部を形成し、これとの関連で理解されるべきであり、説明の便宜
のために準備され、この発明を制限することを意図しない。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】この発明の実施例に従う矩形環状体を説明する図である。
【図２】この発明の実施例に従う楕円環状体を説明する図である。
【図３】この発明の実施例に従う矩形捻じれ環状体を説明する図である。
【図４Ａ】この発明の実施例に従う２つの立体の交差を説明する図である。
【図４Ｂ】この発明の実施例に従う２つの立体の交差に由来する共通部分体積を説明する
図である。
【図５Ａ】この発明に従う、ゴルフボールの球状表面と交差する矩形環状体の正面図であ
り、交差部分の拡大図を含む。
【図５Ｂ】この発明に従う、ゴルフボールの球状表面と交差する矩形環状体の側面図であ
り、交差部分の拡大図を含む。
【図５Ｃ】この発明の実施例に従うディンプルの平面図を示す。
【図５Ｄ】この発明の実施例に従うディンプルの斜視図を示す。
【図６Ａ】この発明に従う、ゴルフボールの球状表面と交差する楕円環状体の正面図であ
り、交差部分の拡大図を含む。
【図６Ｂ】この発明に従う、ゴルフボールの球状表面と交差する楕円環状体の側面図であ
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り、交差部分の拡大図を含む。
【図６Ｃ】この発明の実施例に従うディンプルの平面図を示す。
【図６Ｄ】この発明の実施例に従うディンプルの斜視図を示す。
【図７Ａ】この発明に従う、ゴルフボールの球状表面と交差する矩形捻じれ環状体の正面
図であり、交差部分の拡大図を含む。
【図７Ｂ】この発明に従う、ゴルフボールの球状表面と交差する矩形捻じれ環状体の側面
図であり、交差部分の拡大図を含む。
【図７Ｃ】この発明の実施例に従うディンプルの平面図を示す。
【図７Ｄ】この発明の実施例に従うディンプルの斜視図を示す。
【図８】この発明の実施例に従うゴルフボールのディンプル表面体積を説明するグラフで
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　この発明は、環状体と球状本体との交差に由来して得られる新規な形状のディンプルを
使用することに少なくとも部分的に起因して美観を改善し所望の空気力学的特徴を有する
ゴルフボールに向けられ、この球状本体はゴルフボールを表す。交差に由来する曲線はデ
ィンプルの周囲を表す。球と交差する環状体外側表面の一部はディンプル表面形状を表す
。ディンプル体積は、ディンプル表面形状とディンプル周囲内の球状表面の部分とによっ
て包囲される空間である。
【０００８】
　環状体は、三次元空間において、閉じた平坦幾何形状を、当該閉じた平坦幾何形状の外
部で、これと交差しない軸の周りに回転させることにより形成される立体である。例えば
、図１は、矩形１を回転軸３の周りに回転させることにより形成される矩形環状体１０を
示す。図２は、楕円２を回転軸３の周りに回転させることにより形成される楕円環状体２
０を示す。幾何形状は、それが軸の周りを回転させられるときにオプションでねじられる
。例えば、図３は、矩形１が回転軸３の周りを回転するときにねじることにより形成され
る矩形捻じれ環状体３０を示す。図３に示す実施例において、矩形１はこれが回転軸３の
周りを回転するときに６度ねじられている。
【０００９】
　図１および図２に示すように、環状体は定義外側径Ｄｏｕｔｅｒ、定義内側径Ｄｉｎｎ

ｅｒ、および定義平均径Ｄａｖｅを有し、ここで
Ｄａｖｅ　＝（Ｄｏｕｔｅｒ　+　Ｄｉｎｎｅｒ）／２
である。この発明のディンプルを形成する際に、環状体の平均径Ｄａｖｅはゴルフボール
の径Ｄｂａｌｌに関係し、ＤａｖｅのＤｂａｌｌに対する比が、
０≦　Ｄａｖｅ／Ｄｂａｌｌ　≦　５
となるようになっている。この発明に関しては、ゴルフボールの球状表面は、１．６２イ
ンチから１．７２インチの径Ｄｂａｌｌを有する。
【００１０】
　ここで図４Ａおよび図４Ｂを参照すると、矩形環状体６および球８の交差は共通体積Ｖ
をもたらし、これは２つの境界表面Ｓ１およびＳ２により定義される。境界表面Ｓ１は球
の外側表面の交差部分を示し、この発明の従うゴルフボールの仮想表面に対応する。境界
表面Ｓ２は環状体の外側表面の交差部分を表し、この発明に従うディンプル表面形状に対
応する。境界表面Ｓ１およびＳ２は交差曲線Ｃで合致し、この交差曲線は、環状体６の外
側表面および球８の外側表面の共通点に沿う曲線である。交差曲線Ｃはこの発明に従うデ
ィンプルの周囲に対応する。具体的な実施例において、ディンプルの周囲を特定する交差
曲線は以下でさらに説明する図６Ｃに示すような、連続曲線である。他の具体的な実施例
において、ディンプルの周囲を特定する交差曲線は、以下でされに説明する図５Ｃおよび
図７Ｃに示すような、非連続な曲線である。
【００１１】
　２つの立体の交差に由来する共通体積、すなわち、２つの境界表面Ｓ１およびＳ２の間
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の空間は、この発明に従うディンプル表面体積を表す。図８は、この発明に従い形成され
るディンプルについての平面形状面積を想定してディンプル表面体積のグラフ表示である
。この発明のディンプルの平面形状面積は、ディンプル体積の中心にボールの中心を結合
する軸に垂直な視線方向のようなディンプル平面形状の平面図に基づく。具体的な実施例
において、この発明に従い形成されたディンプルは、図８の影付き領域１内の体積内で下
限および上限を伴う範囲内の、平面形状面積およびディンプル表面体積を有する。他の実
施例において、この発明に従う形成されたディンプルは、図８の影付き領域２内の体積内
で下限および上限を伴う範囲内の、平面形状面積およびディンプル表面体積を有する。
【００１２】
　図５Ａ～図７Ｄは、環状体の球との交差により得られる形状、具体的には、周囲および
表面形状を具備するゴルフボールの形成方法、および、そのような方法で形成されたゴル
フボールのディンプルを示す。図５Ａおよび図５Ｂは、ゴルフボール５０を表す球と交差
する図１の矩形環状体１０の二次元断面図である。図５Ａは、２つの立体の交差の正面図
５Ａを示し、交差の拡大図を含み、図５Ｂは２つの立体の交差の側面図５Ｂを示し、交差
の拡大図を含む。図５Ｃは、図５Ａおよび図５Ｂに示される、環状体／球の交差に由来す
る交差曲線の平面図である。図５Ｃに示される交差曲線は非連続的であり、ディンプル周
囲を特定する。図５Ｄは図５Ａおよび図５Ｂに示す環状体／球の交差において、ゴルフボ
ールと交差する環状体外側表面の一部の斜視図であり、ディンプル表面形状を特定する。
図５Ａ～図５Ｄにおいて、環状体の外側径Ｄｏｕｔｅｒは球の径は球の径Ｄｂａｌｌと関
係があり、Ｄｂａｌｌ×Ｄｏｕｔｅｒ＝０．９４となるようになっている。
【００１３】
　図６Ａおよび図６Ｂは、ゴルフボール５０を表す球と交差する図２の楕円環状体２０の
二次元断面図である。図６Ａは、２つの立体の交差の正面図６Ａを示し、交差の拡大図を
含み、図６Ｂは２つの立体の交差の側面図６Ｂを示し、交差の拡大図を含む。図６Ｃは、
図６Ａおよび図６Ｂに示される、環状体／球の交差に由来する交差曲線の平面図である。
図６Ｃに示される交差曲線は連続的であり、ディンプル周囲を特定する。図６Ｄは図６Ａ
および図６Ｂに示す環状体／球の交差において、ゴルフボールと交差する環状体外側表面
の一部の斜視図であり、ディンプル表面形状を特定する。図６Ａ～図６Ｄにおいて、環状
体の外側径Ｄｏｕｔｅｒは球の径は球の径Ｄｂａｌｌと関係があり、Ｄｂａｌｌ×Ｄｏｕ

ｔｅｒ＝０．９４となるようになっている。
【００１４】
　図７Ａおよび図７Ｂは、ゴルフボール５０を表す球と交差する図３の矩形捻じれ環状体
３０の二次元断面図である。図７Ａは、２つの立体の交差の正面図７Ａを示し、交差の拡
大図を含み、図７Ｂは２つの立体の交差の側面図７Ｂを示し、交差の拡大図を含む。図７
Ｃは、図７Ａおよび図７Ｂに示される、環状体／球の交差に由来する交差曲線の平面図で
ある。図７Ｃに示される交差曲線は非連続的であり、ディンプル周囲を特定する。図７Ｄ
は図７Ａおよび図７Ｂに示す環状体／球の交差において、ゴルフボールと交差する環状体
外側表面の一部の斜視図であり、ディンプル表面形状を特定する。図７Ａ～図７Ｄにおい
て、環状体の外側径Ｄｏｕｔｅｒは球の径は球の径Ｄｂａｌｌと関係があり、Ｄｂａｌｌ

×Ｄｏｕｔｅｒ＝０．９４となるようになっている。
【００１５】
　ゴルフボール状のディンプル形状を形成するための、環状体と、ゴルフボールの表す球
との交差は、３つの定義寸法により制約され、これは、最大正規干渉長ＬＮ、最大環状体
干渉長ＬＴ、および最大プロフィール干渉長ＬＰである。
【００１６】
　図５Ａ、図５Ｂ、図６Ａ、図６Ｂ、図７Ａ、および図７Ｂに示すように、最大正規干渉
長ＬＮは、球と交差する環状体の外側表面の一部に沿い、かつ環状体の中心を球の中心に
結ぶ軸の上にある点と、環状体と交差する球の外側表面の一部に沿い、かつ当該軸の上に
ある点との間の距離である。具体的な実施例において、最大正規干渉長ＬＮは、０．００
２インチ、または０．００３インチ、または０．００５インチ、または０．００６インチ
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、または０．０１０インチ、または０．０１５インチ、または０．０１７インチ、または
０．０２０インチ、またはそれらから選択された下限および上限の範囲内である。
【００１７】
　図５Ａ、図６Ａ、および図７Ａに示すように、最大環状体干渉長ＬＴは、Ｄｏｕｔｅｒ

を含む平面における、環状体外側表面および球外側表面の交差位置の２点の間の距離であ
る。具体的な実施例において、最大環状体干渉長ＬＴは、０．０５０インチから０．４０
０インチである。
【００１８】
　図５Ｂ，図６Ｂ，および図７Ｂに示すように、最大プロフィール干渉長ＬＰは、環状体
の回転軸および球の中心を含む平面における環状体外側表面および球外側表面の交差位置
の２点の間の距離である。具体的な実施例において、最大環状体干渉長ＬＰは、０．０５
０インチから０．４００インチである。
【００１９】
　具体的な実施例において、最大環状体干渉長ＬＴは、最大環状体干渉長ＬＰと等しくな
い。
【００２０】
　ディンプルを特定するための環状体および球の交差は、ディンプル体積をもたらし、こ
こにはアンダーカットがなく、これは、任意の方向のディンプル体積の最も広い部分は、
球の外側表面に一致することを意味する。
【００２１】
［ディンプルパターンおよびパッキング］
　具体的な実施例において、この発明に従って形成される周囲および表面形状を有するデ
ィンプルの各々は、表面被覆一応正およびパッキング効率を最大化させるディンプルパタ
ーン全体の一部である。そのため、１実施例において、ディンプルパターンは、８０％ま
たはそれ以上の全体ディンプル被覆率を実現する。他の実施例において、ディンプルパタ
ーンは、８５％またはそれ以上の全体ディンプル被覆率を実現する。ディンプルパターン
は、９０％またはそれ以上の全体ディンプル被覆率を実現する。ディンプルパターンは、
９２％またはそれ以上の全体ディンプル被覆率を実現する。
【００２２】
　この発明に従い形成される周囲および表面形状を具備するディンプルはゴルフボールの
少なくとも一部のディンプルに使用されて良いけれども、ゴルフボールのすべてのディン
プルにそのようなディンプル周囲および表面形状が使用されることが必須ではない。一般
的に、ゴルフボールの十分な数のディンプルがこの発明に従って形成される周囲および表
面形状を有して、ボールの空気力学的特徴を変化させ奇抜な美観が実現されることが好ま
しい。このため、１実施例において、ゴルフボールのディンプルの３０％以上がこの発明
に従う周囲および表面形状を含む。他の実施例において、ゴルフボールのディンプルの５
０％以上がこの発明に従う周囲および表面形状を含む。他の実施例において、ゴルフボー
ルのディンプルの７０％以上がこの発明に従う周囲および表面形状を含む。他の実施例に
おいて、ゴルフボールのディンプルの９０％以上がこの発明に従う周囲および表面形状を
含む。他の実施例において、ゴルフボールのディンプルの９５％以上がこの発明に従う周
囲および表面形状を含む。他の実施例において、ゴルフボールのディンプルの９９％以上
がこの発明に従う周囲および表面形状を含む。他の実施例において、ゴルフボールのディ
ンプルの１００％がこの発明に従う周囲および表面形状を含む。
【００２３】
　この発明のどのような特定のディンプルパターンに限定されないけれども、１実施例に
おいて、この発明に従い形成される周囲および表面形状を有するディンプルは、分割線ま
たは赤道線に沿って、極点の近傍に、または、測地線または多角形パターンに沿って配列
され、この発明に従い形成される周囲および表面形状を持たないディンプルが残余の空間
を占める。他の実施例において、この発明に従い形成される周囲および表面形状を持たな
いディンプルが分割線または赤道線に沿って、極点の近傍に、または、測地線または多角
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形パターンに沿って配列され、この発明に従い形成される周囲および表面形状を有するデ
ィンプルが残余の空間を占める。適切なディンプルパターンは、これに限定されないけれ
ども、多角形ベースのパターン（例えば、２０面体、８面体、１２面体、４面体、２０・
１２面体、立法８面体、双三角錐）、葉配列ベースのパターン、球タイルパターン、およ
びランダム配列を含む。
【００２４】
［ゴルフボール構造］
　この発明のディンプルは、実用上、どのタイプのゴルフボール構造にも使用されて良い
。例えば、ゴルフボールは、ツーピース設計、二重カバー、または化粧張りのカバー構造
でもよく、ボールの所望特性のタイプに応じたものである。他の適切なゴルフボール構造
は、ソリッド、糸巻き、液体充填、および／または二重コア、および多重中間層を含む。
【００２５】
　種々の材料が、この発明に従い製造されるゴルフボールの構造に使用されて良い。例え
ば、ゴールのカバーは熱硬化性または熱可塑性、注型可能または非注型可能なポリウレタ
ンおよびポリ尿素、アイオノマー樹脂、バラタ、または、当業者に知られている他の任意
の適切なカバー材料から製造されて良い。慣用的なまたは非慣用的な材料をボールのコア
および中間層を形成するのに使用して良く、これは、ポリ豚自演、他のゴムベースのコア
調合、アイオノマー樹脂、高度に中和されたポリマー等を含む。
【００２６】
　ここに数値の下限および数値の上限が示されるときには、これらの値の任意の組み合わ
せが採用されて良いと理解されたい。
【００２７】
　この発明の説明的な実施例が具体的に説明されたけれども、この発明の趣旨および範囲
から逸脱することのない、種々の他の変更が、当業者に明らかであることを理解されたい
。したがって、添付の特許請求の範囲がここに示される例および記述に限定されることを
意図するのではなく、当該特許請求の範囲が、この発明に内在する特徴および特許される
べき新規な点のすべてをカバーすることを意図されており、これは当業者によって均等と
扱われるすべての特徴を含むことに留意されたい。
　以下、ここで説明した技術的特徴を列挙する。
［技術的特徴１］
　全体として球状の表面を有し、上記球状の表面に複数のディンプルを有するゴルフボー
ルにおいて、上記ディンプルのうちの少なくとも一部が、環状体の球との交差により生じ
る交差曲線により形成される周囲と、上記球と交差する上記環状体の外側表面の一部によ
り形成される表面形状とを有することを特徴とするゴルフボール。
［技術的特徴２］
　上記環状体は矩形環状体である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴３］
　上記環状体は楕円環状体である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴４］
　上記環状体は円形環状体である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴５］
　上記環状体は矩形捻じれ環状体である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴６］
　上記環状体の上記球との交差は、上記環状体外側表面を含む平面における上記環状体の
外側表面と上記球の外側表面との間の交差位置の２つの点をもたらし、上記交差位置の２
つの点の間の距離ＬＴが０．０５０インチ（０．１２７ｃｍ）から０．４００インチ（０
．１２７ｃｍ）である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴７］
　上記環状体の上記球との交差は、上記環状体の回転軸および上記球の中心を含む平面に
おける、上記環状体の外側表面と上記球の外側表面との間の交差位置の２つの点をもたら



(7) JP 6444962 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

し、上記交差位置の２つの点の間の距離ＬＰが０．０５０インチ（０．１２７ｃｍ）から
０．４００インチ（１．０１６ｃｍ）である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴８］
　上記環状体の上記球との交差は、上記環状体の回転軸および上記球の中心を含む平面に
おける、上記環状体の外側表面と上記球の外側表面との間の交差位置の２つの点をもたら
し、上記交差位置の２つの点の間の距離ＬＰが０．０５０インチ（０．１２７ｃｍ）から
０．４００インチ（１．０１６ｃｍ）である技術的特徴６記載のゴルフボール。
［技術的特徴９］
　ＬＴ≠ＬＰである技術的特徴８記載のゴルフボール。
［技術的特徴１０］
　上記球は１．６２インチ（４．１１ｃｍ）から１．７２インチ（４．３７ｃｍ）の径Ｄ

ｂａｌｌを有し、上記環状体は平均径Ｄａｖｅを有し、ＤａｖｅのＤｂａｌｌに対する比
が０≦　Ｄａｖｅ／Ｄｂａｌｌ　≦　５と特定される技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１１］
　全体として球状の表面を有し、上記球状の表面に複数のディンプルを有するゴルフボー
ルにおいて、上記ディンプルのうちの少なくとも一部が、環状体の球との交差により生じ
る交差曲線により形成される周囲と、上記球と交差する上記環状体の外側表面の一部によ
り形成される表面形状とを有し、上記交差曲線は連続曲線であることを特徴とするゴルフ
ボール。
［技術的特徴１２］
　上記環状体は楕円環状体である技術的特徴１１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１３］
　上記環状体は円形環状体である技術的特徴１１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１４］
　上記環状体の上記球との交差は、上記環状体外側表面を含む平面における上記環状体の
外側表面と上記球の外側表面との間の交差位置の２つの点をもたらし、上記交差位置の２
つの点の間の距離ＬＴが０．０５０インチ（０．１２７ｃｍ）から０．４００インチ（１
．０１６ｃｍ）であり、上記環状体の上記球との交差は、上記環状体の回転軸および上記
球の中心を含む平面における、上記環状体の外側表面と上記球の外側表面との間の交差位
置の２つの点をもたらし、上記交差位置の２つの点の間の距離ＬＰが０．０５０インチ（
０．１２７ｃｍ）から０．４００インチ（１．０１６ｃｍ）である技術的特徴１１記載の
ゴルフボール。
［技術的特徴１５］
　ＬＴ≠ＬＰである技術的特徴１４記載のゴルフボール。
［技術的特徴１６］
　全体として球状の表面を有し、上記球状の表面に複数のディンプルを有するゴルフボー
ルにおいて、上記ディンプルのうちの少なくとも一部が、環状体の球との交差により生じ
る交差曲線により形成される周囲と、上記球と交差する上記環状体の外側表面の一部によ
り形成される表面形状とを有し、上記交差曲線は非連続曲線であることを特徴とするゴル
フボール。
［技術的特徴１７］
　上記環状体は矩形環状体である技術的特徴１６記載のゴルフボール。
［技術的特徴１８］
　上記環状体は矩形捻じれ環状体である技術的特徴１６記載のゴルフボール。
［技術的特徴１９］
　上記環状体の上記球との交差は、上記環状体外側表面を含む平面における上記環状体の
外側表面と上記球の外側表面との間の交差位置の２つの点をもたらし、上記交差位置の２
つの点の間の距離ＬＴが０．０５０インチ（０．１２７ｃｍ）から０．４００インチ（１
．０１６ｃｍ）であり、上記環状体の上記球との交差は、上記環状体の回転軸および上記
球の中心を含む平面における、上記環状体の外側表面と上記球の外側表面との間の交差位
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置の２つの点をもたらし、上記交差位置の２つの点の間の距離ＬＰが０．０５０インチ（
０．１２７ｃｍ）から０．４００インチ（１．０１６ｃｍ）である技術的特徴１６記載の
ゴルフボール。
［技術的特徴２０］
　ＬＴ≠ＬＰである技術的特徴１９記載のゴルフボール。
【符号の説明】
【００２８】
１　　　矩形
３　　　回転軸
１０　　矩形環状体
５０　　ゴルフボール

【図１】 【図２】
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【図６Ｂ】 【図６Ｃ】
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